嫁、ケータイ、筒状のなにか

三尺十八寸
　携帯電話のストラップというものは、時代によって変化してきた…と思う。

　私が小学生の頃など、携帯電話はまだそれほど普及しておらず、代わりにポケベルがあり、それにストラップをつけている人もいた。それ以前にもキーホルダーというものがあったことを考えると、携帯品を持ち歩こうと言うときに、素のままではなく、なにかしらをくっつけて、無くさないように、他と見分けがつくようにしようと考えるのは、自然な心情なのかもしれない。

　そして、その携帯ストラップの種類も、今では多彩になってきている。初期の頃は、単なるヒモであったり、キャラクターグッズであったりというようなシンプルなものが多かった。しかし携帯電話の普及に従ってボールペンや画面拭き、充電器やUSBメモリなど利便性を求めるものがでてきたりもした。携帯とストラップの、どちらが本体なのか分からなくなるほど巨大だったり大量のストラップを下げたりする人たちもでてきた。

　そうなってくると、携帯のストラップはもはや、何となくでつけるものではなく、おしゃれの一部となり、流行り廃りが生じてくるのだから不思議なものだ。私は無骨な人間であるためそれほど興味はないが、私の家内はなかなかに流行りものに気を遣う人間であるため、携帯ストラップのような小物にも気を配っている。妻の服装や小物の、日々の移り変わりを観察していると、目新しさと、流行りもののおもしろさ、嫁の努力の跡などが、驚きとともに流れ込んでくる。私の奥さんの格好を眺めていると、とても微笑ましく思えてくる。

　そんな中で、彼女のストラップなのだが、少し前まではちくわをぶら下げていた。

　なぜちくわ、と思うかもしれない。もちろん私もそう思った。訊ねてみると、小腹が空いたときに食べることができるから。と嫁曰く。魚は健康にいいのだと。しかし、小腹が空いたならコンビニエンスストアで何か買うなり、喫茶店に入るなりすればいいのではないのかと言うと、そう言うものでもないらしい。流行とはいささか不可解なものである。携帯にパック詰めされたちくわがぶら下がっているのは、少々異様としか思えなかった。妻よ、私には流行を理解できそうにない。

　一月くらい前までは、土管をぶら下げていた。

　嫁曰く、これがあればいつでもリサイタルを開けるとのこと。なるほどと納得できる理由ではあるが、しかしすこし待ってほしい。妻よ、あなたは一度でもリサイタルを開いたことがあっただろうか。そして、土管だけあっても、空き地がなければリサイタルは開けないと言うこともまた、問題だと思う。まあ土管を持ち歩き、筋肉で引き締まった彼女の体が可愛らしくもあるのだが。ファッションというのは実に不可思議なものだ。

　そして最近は、なまこをぶら下げている。

　最近暑くなってきたし、ビールのつまみに丁度いいでしょう。と嫁曰く。
